
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

宮田地区・草井地区は、地域の中心となる経営体がいないため、新たな担い手となる人材を発掘・育成するよう
努める。

（備考）

　今後中心経営体が引き受けきる意向のある耕作面積に比べ、遊休農地が増加、75歳以上の後継者未定の農
地も多いため新たな農地の受け手の確保が必要。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

地域の中心となる経営体のうち、規模拡大の意向がある農業者や農業法人への農地集積を推進していく。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 78ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 13ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 18.4ｈａ

①地区内の耕地面積 326ｈａ

②アンケート調査等を実施した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 295ｈａ

③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計 102ｈａ

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

江南市 北部地区（古知野、宮田、草井） 令和3年2月1日 －
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

６次産業化の取組
　６次産業化などへの取組みも円滑に進むよう、取組み経営体への協力や支援に努める。

新規就農の促進
　地域の中心となる経営体が少ない地域（宮田・草井）について、関係機関とも協力し、新たな担い手となる人材
を発掘・育成するよう努める。

農地の貸付け等の意向
　貸付け等の意向が確認された農地は、321筆、139,037㎡となっている。
　（古知野：164筆、79,236㎡　　宮田：77筆、25,337㎡　　草井：80筆、34,464㎡

農地中間管理機構の活用方針

　農地中間管理機構の周知と制度検証を行い、理解を深めていく取組を進める。
　農地の出し手となる農業者を把握し、必要に応じて活用を検討できるよう体制を整える。

古知野

認就 Ｌ 露地野菜 0.2 ha 露地野菜 7.0 ha 宮田

認就 Ｋ 露地野菜 0.3 ha 露地野菜 0.8 ha

１２人 41.7 60.1

認就 Ｊ 露地野菜 0.3 ha 露地野菜 0.9 ha 草井

認就 Ｉ 露地野菜 0.4 ha 露地野菜 0.7 ha 古知野

草井・宮田
稲作 0.0 稲作 0.2

認就 Ｈ 露地野菜 0.3 ha

 認農法 Ｇ
露地野菜 0.6 露地野菜 1.3

露地野菜 0.4 ha 古知野

 認農法 Ｆ 露地野菜 ha ha 古知野・草井
5.0 露地野菜 5.0
5.0 稲作 6.0

 認農 Ｅ
施設花き
（鉢花）

0.3 ha
施設花き
（鉢花）

0.3 ha 古知野

認農 Ｄ
施設花き
（鉢花）

0.7 ha
施設花き
（鉢花）

0.7 ha 古知野

 認農法 Ｃ
露地野菜 0.2 露地野菜 0.2

古知野
施設野菜 0.2 施設野菜 0.4

 認農法 Ｂ 露地野菜 25.2 ha 露地野菜 32.2 ha 古知野

認農 Ａ 露地野菜 3.0 ha 露地野菜 4.0 ha 古知野

属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積 農業を営む範囲


